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【研究の背景・目的】 
わが国の生物資源であるカイコ冬虫夏草に由来

する老化マウスの海馬修復因子を構造解析し、そ
の成果をヒトに応用開発するという先駆的なプロ
ジェクトです。研究グループは、カイコ冬虫夏草
（ハナサナギタケ、広義の冬虫夏草）から熱水抽
出物を経口投与し、老化ネズミの海馬 CA3 領域に
発生したグリオーシス（神経膠症）の完全な消失
に成功しました（図 1）。そこで、カイコ冬虫夏草
由来の生物活性分子を構造解析し、農学分野（岩
手大学）、薬学分野（大阪市立大学）、理学分野（大
阪大学）、医学分野（岩手医科大学）との学際的な
アプローチにより、ヒトの認知症に対応するため
の新しい機能性食品および医薬品候補物質を提案
するものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
【研究の方法】 

フィールドから採取したハナサナギタケ

(Paecilomyces tenuipes )をカイコ蛹で大量培養

し、この試料から老化マウスにおける海馬修復因

子を単離精製・構造解析し、修復メカニズムを明

らかにすることで、脳機能改善食品を評価提案し

ます（岩手大学、大阪市立大学）。また、海馬修復

因子が含有されているカイコ冬虫夏草ハナサナギ

タケの乾燥粉末および熱水抽出物のカプセル薬剤

を使用したヒト試験において、アルツハイマー病

評価尺度（ADAS-cog）による認知症検査を実施

します。さらに、磁気共鳴法（MRI、MRS、fMRI）
によって得られる代謝物質情報や物理化学的情報

を加味して、脳内の構造、代謝、機能を統合した

評価を行います。その上で、海馬修復因子を医薬

品候補物質として評価提案します。 

【期待される成果と意義】 
わが国おけるカイコ冬虫夏草ハナサナギタケか

ら経口タイプの脳機能改善食品ならびに抗認知症
医薬品候補物質を創出することは、機能性農業生
産物の新しい生物資源モデルとなります。一方、
少子高齢化社会の到来で、現在 200 万人以上の認
知症患者さんが増加し続けており、さらに東日本
大震災により認知症の悪化も懸念されています。
しかし、現時点では認知症の治療薬はなく進行を
遅らせる医薬品の開発が進んでいる中で、本研究
成果により、経口タイプの脳機能改善食品と抗認
知症医薬品候補物質の提案が期待されます（図 2）。 
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【研究期間と研究経費】 
  平成２３年度－２７年度 
    １５９，１００千円 

 
【ホームページ等】 

http://news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/ 
koichi@iwate-u.ac.jp 
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図 2．脳機能改善食品

と抗認知症医薬品候

補物質のイメージ 
コントロール群 老化促進群

サンプル 25 mg/kg群 （Ｃ）
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図 1．カイコ冬虫夏草
熱水抽出画分を経口投
与したマウスの海馬形
態．▲印は、グリオー
シスを示す． 

【基盤研究(Ｓ)】    

生物系（農学） 


